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論文審査要
 ヒ
日
 須田裕提出の主論文は,ヤナギ科ヤナギ亜科の細1胞分類学的研究で,従来ヤナギ科植物び)細胞学的
 研究は断片的で,大部分の邦産ヤナギ科植物については染色体数すら決定されてレ、左かつた。
 著者は1957年以来,3属,31種,3変種,10自然雑種の厳密な同定をへた材料を用いて,花粉母
 細胞,根端細胞について「むしつぶし法」,「パラフィン法」によって染色体数を決定したが,この
 うち25は著者があらたに決定したものである。著者は更にヤナギri巨利には19と22を基本数とする2倍
 体から10倍体に至る種々の倍数体の存在することを明らかにした。次に花粉母細胞減数分裂第1,第
 2分裂中期にお・ける2価染色体間に起る2次対合の現象を観察し,ケショウヤナギで53・3%,コリヤ
 ナギで53.5%とかなり高い頻度で起ることを確かめ,時に19の2価染色体が7つのグルーブに別れて
 いるのを見出しているが,個々の2価染色体間の対合頻1,窪を正確に測定出来ず,原始基本数を決定す
 ることは1-B来なかったが,少なくとも19よりかなり低い数であること,従って19の2倍体であっても
 系統的には倍数体1であろうと推定した。
 次にバツコヤナギに普通の2倍体以外に4倍体の個体を発見したが,両者は外部形態からは区別困
 難であった。これは同一種内に細胞型の異るものが存在する例であるが,種の分化,安定性の問題に
 重要な資料を提供するものである。
 次に,カワオノェヤナギ,・ツコウヤナギ等の外部形態から自然雑種と推定されているものについ
 て花粉母細胞の減数分裂を追究し,第1分裂中期に2価染色体以外に7～9個の1価染色体,2～4
 個の3価染色体が見られ,後期にはかなり多数の遅滞染色体が認められ,これらは細胞中央部に取り
 残されること,4分子期には正常4分子以外の多数の2分子,5分子,6分子等も見られ,出来た花
 粉も大小種々の型のものがあり,発芽も僅か5～6%である等の事実から両者共に3倍体自然雑種で
 あると推定した。このことはカワォノエヤナギでは雑種親のオノェヤナギ,カワヤナギが夫々2倍体,
 4倍休であることからも裏付けられる。又・ツコウヤナギでは2倍体のネコヤナギと染色体数未決定
 (ハサィコクキツネヤナギとの3倍体自然雑種であるから,当然サイコクキツネヤナギは4倍体である
 と考えられ,2倍体のキツネヤナギとは細胞型にお・いて異ることを暗示している。
 ついでこれまで得られた知見からヤナギ亜科の分類系との関係を考察し,オオバヤナギ属,ケショ
 ウヤナギ属等の原始的形質を多く有するものはすぺて2倍体であること,一・一方最も進化したと考えら
 れる「合体雄蕊群」を構成する節に属するものが矢張り主として2倍体であることから,外部的形質
 の進化が必ずしも染色体数の倍化を伴なわないで起つたものと想像した。両者の中間にある多数の節
 については19叉は22を基本数として2倍体から10倍体に至る迄次第に倍化が進んだ傾向を示している
 ことを指摘した。これらのことはヤナギ科の分類に関して細胞学的に幾多の重・要な知見を加えたもの
 と云い得る。
 筒,参考論文はウマノアシガタ科のスハマソウ群について各地から得られた材料について詳細な核
 型分析を行なった結果を報告したもので最も小さい染色体対についてそれが非常に変化に富み,それ
 によって幾つかの核型が区別出来ることを明らかにし,この群が未だ分化の途上にあることを示した
 ことは本祥の分類に重要な寄与をなしたものと云える。
 よって,須田裕提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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